











































発信している｡ 既に ｢ふるさと｣ を意識した町並
み保存運動は､ 地理学の重要な研究対象となって




全政策の評価 (藤本 1998) やグリーン・ツーリ




る ｢ふるさと｣ まちづくりに着目し､ 景観維持活
動の実施と完全性・真正性といった普遍的価値と
の関係性を調べる｡ またゴッフマンの ｢表舞台｣









































や観光地の印象 (遠藤 1996)､ 場所が織り成す雰















































としても用いられる｡ 伊藤 (2007) は18世紀美学
の中心思考である完全性とカントの価値判断につ





















































Ⅲ 明日香村の ｢ふるさと｣ イメージ生成
１. 明日香村の ｢ふるさと｣ 意識と観光事情
明日香村が独自に策定した第３次明日香村総合
計画 (2000年～2009年) では村の将来像を ｢生ま
れてよかった 住んでよかった 来てみてよかっ




















































































































そこで1966 (昭和41) 年に公布､ 施行されたの
が ｢古都における歴史的風土の保存に関する特別
























































































































































































































































は､ ツーリストが ｢渾然とした認識｣ をしている
からであり､ 裏側の部分は観光地として認識され



















































































































































































































































































に用いられる｡ 観光地としての ｢飛鳥｣ は歴史上
で頻繁に見られる飛鳥時代のイメージも備わり､
橿原市や桜井市や高取町の一部地域も含め ｢明日










































◎… ｢飛鳥｣ ○… ｢飛ぶ鳥の明日香｣
△… ｢明日香｣ ×…記載なし
る｡
ここでも ｢古代ロマン｣ や ｢ふるさと｣ といっ
た語句が並んでおり､ いかに重要な観光資源であ
るかが理解できる｡ そしてそれらの語句と一緒に
用いられるのが ｢飛鳥｣ である｡ パンフ①からパ





明日香｣ と表現している｡ この表現は ｢明日香｣
の枕詞として ｢飛鳥｣ が用いられた万葉集を連想





｢飛鳥｣ と ｢明日香｣ の使い分けの傾向は概ね把
握できたのではないかと推測する｡
｢飛鳥｣ という非日常的な過去空間のなかで遺
跡や石造物から ｢古代ロマン｣ を感じ､ 家屋や田




















































































































遠藤英樹 1996：社会的リアリティとしての ｢理解｣ と
｢誤解｣ ―いかにして人はコミュニケーションにお







































マッカネル, %著, 遠藤英樹訳 &''：演出されたオー
センティシティ―観光状況における社会空間の編成―.
奈良県立商科大学 ｢研究季報｣ －(：(－')｡
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